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北海道農政事務所
函館地域拠点

渡島・檜山地域の概要



◇位置：北海道の南西部に位置し、東は内浦湾（噴火湾）、西は日本海、南は津軽海峡、太平洋と三

方を海に囲まれている。北海道農業の発祥の地として、歴史に培われた農業技術を基に、地

域ごとに特色ある農業生産が展開されている。

◇気候：比較的温暖で春は早く秋は長く、道内としては最低気温が高く、春から夏にかけては最高気

温がやや低く経過する。冬期間は積雪が少なく、真冬日も少ない地域である。

◇北海道新幹線の基点である「新函館北斗駅」、空の玄関口である「函館空港」、国土交通省指定の

重要港湾である「函館港」があり、日本各地と繋がる重要な役割を果たしている。

渡島・檜山地域の概要
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◇八雲町は酪農が、北斗市は稲作が北
海道の発祥の地。

◇七飯町は西洋りんごが、厚沢部町は
ばれいしょのメークインが日本で初め
て栽培された地域。

◇厚沢部町にあるメークイン
発祥の記念碑。

◇七飯町にある西洋りんご発
祥のオブジェ。



◇総土地面積は6,567㎢（渡島地域：3,937㎢、檜山地域：2,630㎢）で、北海道の7.9％（同：

4.7％、同：3.2％）を占め、渡島地域は滋賀県、檜山地域は佐賀県と同程度。

◇総人口は40万4千人（同：37.2万人、同：3.2万人）で、北海道の7.9％（同：7.2％、同：

0.6％）を占め、総人口の60.4％を函館市が占めている。

渡島・檜山地域の概要

地域の概況（つづき）第1

2

◇道南地域は、北海道としては温暖な気候を生かした園芸作物をはじめ、渡島北部の酪農、駒ヶ岳山
麓の養豚や養鶏、七飯町大沼や函館市周辺の肉用牛、檜山南部における収益性の高いアスパラガス
立茎栽培など、地域ごとに特色ある農業生産が展開されている。また、道南地域で品種開発された
米の「ふっくりんこ」は、北海道の高級ブランド米として評価されている。

◇GI（地理的表示）に登録されている産品として「今金男しゃく」（令和元年9月登録、今金町、せ
たな町で生産）、「檜山海参（ヒヤマハイシェン）」（令和２年３月登録、檜山地域で生産）があ
る。

農業の概要第2

総土地面積 人口割合

知内町のニラ 函館育ちライスターミナル

資料：国土交通省国土地理院「令和5年全国都道府県市区町村別面積調（令和5年4月1日）」
注：四捨五入のため計と内訳が一致しない場合がある（以下同じ）。

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数(令和5年1月1日)」

渡島地域

3,937㎢

(4.7%)
檜山地域

2,630㎢

(3.2%)

その他の地域

令和５年

(2023)

北海道

8万3,422㎢
(100%)

渡島地域

372.0千人

(7.2%)

檜山地域

32.4千人

(0.6%)

その他の地域

令和５年

(2023)

北海道

5,140千人

(100%)



・耕地面積は4万2,900ha（渡島地域：2万4,000ha、檜山地域：1万8,900ha）で、北海道の
3.8％（同：2.1％、同：1.7％）。

・市町村別の耕地面積は、大きい順に、八雲町、せたな町、今金町の順となっている。
・主要農作物の作付面積割合は、渡島地域が水稲63.0％、ばれいしょ13.2％、大豆11.8％、小麦

9.1％、てんさい3.0％の順で、檜山地域が水稲45.3％、ばれいしょ13.1％、大豆20.6％、小麦
16.8％、てんさい4.2％の順となっている。

市町別の耕地面積割合

渡島・檜山地域の概要

耕地面積の割合

１ 農業構造の状況

耕地面積

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

3

主要農産物の作付面積割合（渡島地域）

水稲

2,830ha

（63.0%）

ばれいしょ

（令和３年産）

593ha

（13.2%）

大豆

528ha

（11.7%）

小麦

409ha

（9.1%）

てんさい

134ha

（3.0%）

令和４年
（2022）
渡島地域
4,494ha
(100%)

水稲

3,590ha

（45.3%）

ばれいしょ

（令和３年産）

1,040ha

（13.1%）

大豆

1,630ha

（20.6%）

小麦

1,330ha

（16.8%）

てんさい

336ha

（4.2%）

令和４年
（2022）
檜山地域
7,926ha
(100%)

主要農産物の作付面積割合（檜山地域）

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

注：ばれいしょは、令和３年産の値である。

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

注：ばれいしょは、令和３年産の値である。

渡島地域

２万4,000ha

(2.1%)

檜山地域

１万8,900ha

(1.7%)

その他の地域

令和４年

(2022)

北海道

114万1,000ha

(100%)

八雲町

6,570ha

(15.3%)

せたな町

5,900ha

(13.8%)

今金町

5,610ha

(13.1%)

北斗市

4,240ha

(9.9%)

厚沢部町

3,940ha

(9.2%)

七飯町

2,990ha

（7.0%）

森町

2,610ha

（6.1%）

長万部町

2,410ha

（5.6%）

函館市

1,940ha

（4.5%）

知内町

1,530ha

（3.6%）

その他の市町

令和４年

(2022)

渡島地域

檜山地域
4万2,900ha

(100%)
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稲作

746経営体

（31.1%）

露地野菜

442経営体

（18.4%）

施設野菜

371経営体

（15.4%）

雑穀・いも

類・豆類

295経営体

（12.3%）

酪農

219経営体

（9.1%）

肉用牛

118経営体

（4.9%）

花き・花木

61経営体

（2.5%）

その他作物・畜産

53経営体

（2.2%）

果樹類

49経営体

（2.0%）
養豚・養鶏

31経営体

（1.3%）

工芸農作物

９経営体

（0.4%）

麦類作

８経営体

（0.3%）

令和２年
（2020）
渡島地域
檜山地域

2,402経営体
(100%)

・農業経営体数は2,523経営体（渡島地域：1,523経営体、檜山地域：1,000経営体）で、北海道
の7.2％（同：4.4％、同：2.9％）。

・農業経営体の個人経営体数は、渡島地域が10年前の2,032経営体から1,410経営体で、622経営
体の減少。檜山地域が10年前の1,369経営体から940経営体で、429経営体の減少。

・農業経営体の団体経営体数は、渡島地域が10年前の80経営体から113経営体で、33経営体の増
加。檜山地域が10年前の54経営体から60経営体で、６経営体が増加。

・農産物販売金額１位の経営体数は、大きい順に、稲作（31.1%）、露地野菜（18.４%）、施設野
菜（15.４%）の順となっている。

・個人経営体における年齢別農業従事者数は、60歳以上の従事者数が全体の約６割となっている。
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資料：農林水産省統計部「農林業センサス」 資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

農業経営体数の割合

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

年齢別農業従事者数（個人経営体）

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

農産物販売金額１位の部門別経営体数割合

農業経営体

（経営体）
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＊令和2(2020)年 農業従事者数 計5,803人

60歳以上
3,433人
59.2％

渡島地域

1,523経営体

(4.4%)

檜山地域

1,000経営体

(2.9%)

その他の地域

令和２年

(2020)

北海道

３万4,913経営体
(100%)

平成22年 27 令和２年

渡島 渡島 渡島檜山 檜山 檜山

渡島・檜山地域の概要



渡島・檜山地域の概要

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

品目別農業産出額の割合（渡島地域）農業産出額の割合

・農業産出額は555億円（渡島地域：419億円、檜山地域：136億円）で、北海道の4.2％（同：
3.2％、同：1.0％）。

・品目別では、渡島地域は野菜と畜産（乳用牛・豚・肉用牛）で約８割を占めている。檜山地域は米
と野菜と畜産（乳用牛・肉用牛）で約８割を占めている。

・農業産出額の多い市町は、森町、八雲町、七飯町、北斗市、せたな町、今金町の順となっている。

農業産出額
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森町

99.6億円

(17.9%)

八雲町

97.3億円

(17.5%)

七飯町

78.2億円

(14.1%)

北斗市

66.4億円

(12.0%)

せたな町

44.9億円

(8.1%)

今金町

42.7億円

（7.7%）

その他市町

令和３年

(2021)

渡島地域

檜山地域

555億円

(100%)

市町別の農業産出額割合

・「市町村別農業産出額（推計）」は、都道府県別農業産出額を農林業センサス及び作物統計を用いて市町村別に按分して作成したものである。

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

注： その他には、麦類、雑穀、豆類、果実、花き、工芸農作物、その他作物、鶏、

その他畜産物が含まれている。

野菜

106億円

(25.3%)

豚

105億円

(25.1%)

乳用牛

93億円

(22.2%)

肉用牛

52億円

(12.4%)

米

26億円

(6.2%)

いも類

7億円

（1.7%）
その他

30億円

（7.2%）

令和３年

(2021)

渡島地域

419億円

(100%)

品目別農業産出額の割合（檜山地域）

渡島地域

419億円

(3.2%)

檜山地域

136億円

(1.0%)

その他の地域

令和３年

(2021)

北海道

１兆3,108億円
(100%)

米

37億円

(27.2%)

乳用牛

28億円

(20.6%)
野菜

26億円

(19.1%)

肉用牛

14億円

(10.3%)

いも類

10億円

（7.4%）

その他

22億円

（16.2%）

令和３年

(2021)

檜山地域

136億円
(100%)

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

注： その他には、麦類、雑穀、豆類、果実、花き、工芸農作物、その他作物、豚、鶏、

その他畜産物が含まれている。

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」



渡島地域

１万4,700t

（2.7%）

檜山地域

1万8,400t

（3.3%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

55万3,200ｔ
(100%)

渡島地域

2,960 2,960 2,970 2,790 2,830 

檜山地域

4,020 3,960 3,960 3,690 3,590 
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渡島・檜山地域の概要

２ 主要農畜産物の生産等の状況

市町別の作付面積割合作付面積の割合

渡島地域

2,830ha

（3.0%）

檜山地域

3,590ha

（3.8%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

9万3,600ha
(100%)

せたな町

1,360ha

（21.2%）

今金町

1,190ha

（18.5%）

北斗市

1,120ha

（17.4%）

厚沢部町

497ha

（7.7%）

七飯町

446ha

（6.9%）

知内町

399ha

（6.2%）

その他市町

令和４年産
（2022）
渡島地域
檜山地域
6,420ha
(100%)

作付面積・10a当たり収量の推移

・作付面積は6,420ha（渡島地域：2,830ha、檜山地域：3,590ha）で、北海道の6.9％（同：
3.0％、同：3.8％）。

・市町別の作付面積は、大きい順に、せたな町（道内29位）、今金町（道内32位）、北斗市（道内
34位）の順となっている。

・収穫量は3万3,100ｔ（渡島地域：1万4,700ｔ、檜山地域：1万8,400ｔ）で、北海道の6.0％
（同：2.7％、同：3.3％）。

・令和４年産の作付面積は、前年産に比べて、渡島地域は40ha増加、檜山地域は100ha減少。

収穫量の割合

水稲

10ａ当たり収量
（檜山地域）

6

10ａ当たり収量
（渡島地域）

（
10

当
た
り
収
量

）

a

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」 資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」 資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」



渡島地域

409ha

（0.3%）

檜山地域

1,330ha

（1.0%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

13万600ha
(100%)

市町別の作付面積割合

渡島・檜山地域の概要

作付面積の割合

作付面積・10a当たり収量の推移収穫量の割合

・作付面積は1,739ha（渡島地域：409ha、檜山地域：1,330ha）で、北海道の1.3％（同：
0.3％、檜山地域：1.0％）。

・市町別の作付面積は、大きい順に、厚沢部町（道内55位）、今金町（道内69位）の順となってい
る。

・収穫量は4,360ｔ（渡島地域：1,070ｔ、檜山地域：3,290ｔ）で、北海道の0.7％（同：0.2％、
檜山地域：0.5％）。

・令和４年産の小麦作付面積は前年産に比べて、渡島地域（111ha増加）、檜山地域（120ha増
加）ともに増加。

小 麦

厚沢部町

577ha

（33.2%）

今金町

327ha

（18.8%）

北斗市

180ha

（10.4%）

森町

146ha

（8.4%）

上ノ国町

140ha

（8.1%）

江差町

123ha

（7.1%）

せたな町

103ha

（5.9%）
その他の市町

令和４年産
（2022）
渡島地域
檜山地域
1,739ha
(100%)

渡島地域

1,070t

（0.2%）

檜山地域

3,290t

（0.5%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

61万4,200ｔ
(100%)
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資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」
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作付面積・10a当たり収量の推移収穫量の割合

渡島地域

906t

（0.8%）
檜山地域

2,740t

（2.5%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

10万8,900ｔ
(100%)

市町別の作付面積割合作付面積の割合

渡島地域

528ha

（1.2%）
檜山地域

1,630ha

（3.8%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

４万3,200ha
(100%)

今金町

496ha

（23.0%）

厚沢部町

495ha

（22.9%）
せたな町

427ha

（19.8%）

北斗市

199ha

（9.2%）

知内町

138ha

（6.4%）

森町

134ha

（6.2%）

上ノ国町

114ha

（5.3%）

その他の

市町

令和４年産
（2022）
渡島地域
檜山地域
2,158ha
(100%)

・作付面積は2,158ha（渡島地域：528ha、檜山地域：1,630ha）で、北海道の5.0％（同：1.2％、
檜山地域：3.８％）。

・市町別の作付面積は、大きい順に、今金町（道内28位）、厚沢部町（道内29位）、せたな町（道
内34位）の順
となっている。

・収穫量は3,646ｔ（渡島地域：906ｔ、檜山地域：2,740ｔ）で、北海道の3.3％（同：0.8％、
檜山地域：2.5％）。

・令和4年産の大豆作付面積は、前年産に比べて、渡島地域は23ha増加、檜山地域は20ha減少。

渡島・檜山地域の概要

渡島地域

507 496 484 505 528 

檜山地域
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1,650 
1,630 

141 

180 

154 

200
172

150 176 
154 

217

168

50

100

150

200

250

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成30年産 令和元年産 2 3 4

（
作
付
面
積
）

（ha） （kg）

大 豆

8

10ａ当たり収量
(渡島地域)

10ａ当たり収量
(檜山地域)
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a

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」 資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」 資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」
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渡島・檜山地域の概要

・作付面積は470ha（渡島地域：134ha、檜山地域：336ha）で、北海道の0.8％（同：0.2％、
檜山地域：0.6％）。

・市町別の作付面積は、大きい順に、今金町（道内51位）、森町（53位）、厚沢部町（56位）の順
となっている。

・収穫量は2万3,060ｔ（渡島地域：5,560ｔ、檜山地域：1万7,500ｔ）で、北海道の0.7％（同：
0.2％、檜山地域：0.5％）。

・令和４年産のてんさい作付面積は、前年産に比べて渡島地域が14ha、檜山地域が6ha減少。

てんさい

作付面積の割合 市町別の作付面積割合

渡島地域

134ha

（0.2%）

檜山地域

336ha

（0.6%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

5万5,400ha
(100%)

今金町

160ha

（34.0%）

森町

125ha

（26.6%）

厚沢部町

110ha

（23.4%）

その他の市町

令和４年産
（2022）
渡島地域
檜山地域

470ha
(100%)

収穫量の割合 作付面積・10a当たり収量の推移

渡島地域

5,560t

（0.2%）

檜山地域

1万7,500t

（0.5%）

その他の地域

令和４年産
（2022）
北海道

354万5,000ｔ
(100%)
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資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」



渡島地域

１万6,500t

（1.0%）

檜山地域

３万600t

（1.8%）

その他の地域

令和３年産
（2021）
北海道

168万6,000ｔ
(100%)

渡島・檜山地域の概要

市町別の作付面積割合作付面積の割合

渡島地域

593ha

（1.3%）

檜山地域

1,040ha

（2.2%）

その他の地域

令和３年産
（2021）
北海道

4万7,100ha
(100%)

・作付面積は1,633ha（渡島地域：593ha、檜山地域：1,040ha）で、北海道の3.5％（同：1.3％、
同：2.2％）。

・市町別の作付面積は、大きい順に、今金町（道内28位）厚沢部町（道内30位）、函館市（道内34
位）の順となっている。

・収穫量は4万7,100ｔ（渡島地域：1万6,500ｔ、檜山地域：3万600ｔ）で、北海道の2.8％
（同：1.0％、同：1.8％）。
・令和3年産のばれいしょ作付面積は、前年産に比べて、渡島地域は57ha減少、檜山地域は30ha
増加。

作付面積・10a当たり収量の推移収穫量の割合

今金町

415ha

（25.4%）

厚沢部町

375ha

（23.0%）
函館市

310ha

（19.0%）

森町

191ha

（11.7%）

せたな町

160ha

（9.8%）

その他の市町

令和３年産
（2021）
渡島地域
檜山地域
1,633ha
(100%)

ばれいしょ
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資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」

資料：農林水産省北海道農政事務所統計部「北海道農林水産統計年報」
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渡島地域

9,386ha

（2.3%）

檜山地域

3,337ha

（0.8%）

その他の地域

・飼養頭数は1万9,497頭（渡島地域：1万5,298頭、檜山地域：4,199頭）で、北海道の2.4％
（同：1.9％、同：0.5％）。
・市町村別の飼養頭数は、大きい順に、八雲町、せたな町、長万部町の順となっている。
・牧草専用地の面積は1万2,723ha （渡島地域：9,386ha、檜山地域：3,337ha）で、北海道の

3.1％（同：2.3％、同：0.8％）。
・1経営体当たり飼養頭数※は、渡島地域が10年前の63.7頭から、28.5頭増加し92.2頭。檜山地
域が10年前の53.5頭から、4.8頭増加し58.3頭。両地域とも年々飼養規模の拡大が進んでいる。

八雲町

9,226 頭

(47.3%)

せたな町

2,672 頭

(13.7%)

長万部町

2,065 頭

(10.6%)

七飯町

2,000 頭

(10.3%)

今金町

1,527 頭

(7.8%)

北斗市

1,070 頭

(5.5％)

その他の市町

令和２年
（2020）
渡島地域
檜山地域

1万9,497頭
(100%)

渡島地域

１万5,298頭

（1.9%）

檜山地域

4,199頭

（0.5%）

その他の地域

渡島・檜山地域の概要

市町別の飼養頭数割合飼養頭数の割合

飼養経営体数・飼養頭数の推移牧草専用地面積の割合

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

令和２年
（2020）
北海道

81万699頭
(100%)

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

令和２年
（2020）
北海道

41万6,097ha
(100%)

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

乳用牛

※1経営体当たり飼養頭数は、農林業センサスの乳用牛飼養経営体数と飼養頭数により算出している。
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１経営体当たり飼養頭数 （頭）

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

飼養頭数
（檜山地域）

飼養頭数
（渡島地域）

2010年 2015年 2020年

渡島地域 63.7 70.7 92.2

檜山地域 53.5 57.4 58.3



地域の取組事例第3

第４章 各地域拠点管内の概要

地理的表示（ＧＩ）保護制度１

地理的表示(GI)保護制度は、地域で長年育まれた特別な生産方法
によって、高い品質や評価を獲得している農林水産物・食品の名称
を品質の基準とともに国に登録し、知的財産として保護するもので
す。
渡島・檜山地域では、今金町農業協同組合のＧＩ登録申請により

「今金男しゃく」が令和元年９月９日、地理的表示法に基づき、登
録されました。
北海道の農産物では、夕張メロン、十勝川西長いもに続く登録と

なり、渡島・檜山地域としては初の登録となりました。
また、ひやま漁業協同組合のＧＩ登録申請により、令和２年３月

30日、「檜山海参（ヒヤマハイシェン）」が北海道の水産物として
初めての登録となり、渡島・檜山地域として２件目の登録となりま
した。

【今金男しゃく】

渡島・檜山地域の概要

12

今金町

渡島・檜山地域のＧＩ登録「今金男しゃく」と「檜山海参」

ワイン生産プロジェクト２

【植樹祭の様子】

函館市

【地鎮祭の様子】

仏老舗ワイナリーが函館でぶどう栽培を始め、ワイン生産を
目指す
（ドメーヌ・ド・モンティーユ社）

【檜山海参】

フランスの老舗ワイナリー、ドメーヌ・ド・モンティーユ社は、
現地法人の「ド・モンティーユ＆北海道」を立ち上げ、函館市桔
梗町に約１６haの農地を取得し、令和元年７月に植樹祭を行い、
ぶどうの栽培を始めました。現在は、新たに取得した農地を含め
て約３８haで２万２千本のぶどうを栽培しています。
また、令和４年９月にほ場近くのワイン醸造所の建設予定地で

地鎮祭が行われました。令和５年９月30日に醸造所が完成、ぶど
うの収穫・醸造を開始しており、令和７年の初出荷を目指してい
ます。



第４章 各地域拠点管内の概要

輸出の取組３

あっさぶ農匠では、ホクホク感と甘さの両方をそろえたプレミア
ムかぼちゃ「さがらマロン」（品種名：九重栗イレブン）のブラン
ド化を目指し７戸の農家で、栽培を始めました。
国内で規格外品となる「９玉／10kg」以下の規格外品の有効活用

を考えていたところ、海外市場では、小玉のかぼちゃを好む傾向が
あるということで、2017年に香港で試験販売を行い、2019年から、
香港に加えシンガポールに輸出を行いました。
その後も長期保存できる品種の選定や長期保管できる貯蔵施設の

整備によって、販売期間の長期化を実現。GLOBAL.GAPの認証も取得
し、2020年は香港、シンガポールに加え、マレーシア、台湾に輸出
し、輸出金額は、540万円となりました。
今後、構成農家（11戸）のうち、未取得農家のGAP取得促進や、か

ぼちゃペーストの商品化などにより、2023年に輸出金額5,680万円を
目指しています。

【販売の様子】

渡島・檜山地域の概要
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厚沢部町

【長期保管実証実験の様子】

規格外品のかぼちゃを海外へ

輸出の取組４

函館市

函館米穀株式会社は、近年、コメの国内需要の低迷により、国外へ
の販路拡大を模索していたなか、首都圏で開催された商談会に参加
し、香港のバイヤーと契約が成立しました。
海外での販売にあたり、「ふっくりんこ」、「ゆめぴりか」、

「ななつぼし」等の販売方法についてバイヤーと相談した結果、北
海道産をアピールできるとして、炊き方や保存方法等は相手国の言
語で表記するものの、それ以外は、あえて国内と同じパッケージを
利用し販売することにしました。その後も現地に強い業者や販売代
行業者による販売促進もあって、輸出国・輸出量は順調に増えて、
2020年には、香港、オーストラリア、アメリカを中心に10か国に
150ｔを輸出し、今後は、海外での販売促進の更なる強化と、海上輸
送環境の影響を受けにくい真空包装の導入などにより、2025年に
300tの輸出を目指しています。

北海道産のコメを海外へ
（函館米穀株式会社）

【パッケージ写真】

【海外でPRしている様子】

（あっさぶ農匠）
（のうのたくみ）



第４章 各地域拠点管内の概要

輸出の取組５

有限会社澤田米穀店では、ポン菓子を製造するために、特別栽培
米を生産する知内町帰山農園（JGAP認証）とともに農商工連携事業
の認定を受け自社工場を整備したほか、消費期限を長期化（1年）す
るために北海道食品加工研究センターの技術支援を受け、油を使用
せずに加工菓子製品を作る特許を取得しました。

2018年にジェトロ北海道が開催したシンガポールの商談会に特別
栽培米を原料に使ったポン菓子を試行出展したところ、北海道産を
原料とする食品への信頼度が高いことく、食物アレルギー対策とし
てもポン菓子の需要が見込めることを実感しました。

2020年にはマレーシア、アメリカ、中国、シンガポールへ計20kg
を輸出し、2025年には輸出数量を1200kgまでに増やすことを目指し
ています。

【ポン菓子のパッケージ】

渡島・檜山地域の概要
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北斗市

お米のおいしさ・米菓（ポン菓子）を海外へ
（有限会社澤田米穀店）

有機農産物の生産・加工・販売の取組６

北斗市

株式会社しみず農園では、2008年に野菜の納入先から、他の野菜と
の差別化のための有機農産物の栽培を提案されたことがきっかけと
なって、ハウス３棟でトマト、ミニトマト、キュウリ等の有機栽培
を始めました。
ホテルや飲食店・青果店等に足を運び有機農産物の販路を開拓す

る傍ら、野菜ソムリエの資格を取得し、セミナーや収穫体験の受け
入れ等食育活動を通じ野菜の魅力を伝える活動も行ってきました。

2011年に起きた東日本大震災の影響で納入先であったホテルが生
鮮食品の仕入れを縮小した事を契機に有機ミニトマト使ったジュー
スの製造・販売を始め、有機加工食品のＪＡＳ認証を取得しました。
現在は有機の加工食品としてミニトマトジュースの他にケチャップ
やドレッシングの製造販売も行っています。
今後は有機ミニトマトを使用したアイスクリームの製造・販売や

有機農産物直売所の開設、有機農産物を使用した料理を提供する
ファームレストランの開設を目指しています。

有機農産物で消費者をつなぐ
（株式会社しみず農園）

【加工品（右：ケチャップ、左：ジュー
ス）】

【加工施設（とまと工房）】

【店舗にならぶ商品】
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株式会社なな実では、2010年、法人化したことを契機に水稲主体
から収益性の高い畑作物主体に経営をシフトしました。
ばれいしょの生産は、早出しに加え秋収穫栽培の取組を開始しま

したが、栽培方法の違いが分からず軟腐病が大量発生し、法人設立
初年度に大きな挫折をしてしまいました。
その後、生産面積の増加に伴い、販売方式を系統出荷から直接販

売に変更し、市場関係の知人の紹介もあり、東京の市場での脈絡を
獲得したものの、道内向けは道内主産地に勝てず返品に至ったこと
もありました。
道内主産地との差別化を図るため、多品種・カラフルなばれい

しょを中心とした６次産業化(加工品の製造・販売)を2020年から始
めました。特にカラフルなばれいしょで製造した冷凍加工品は、近
年の食の簡便化にマッチしたといった理由で道内や関東でも人気が
あります。
今後は、ばれいしょの作付けを拡大し、大豆・小豆等の輪作作物

の生産に力を入れるとともに、社員の意見を取り入れ、新たなばれ
いしょ加工食品の開発やレストラン等とのコラボにより知名度を高
め、更なる販路拡大を目指していきます。

【株式会社なな実製造の加工食品】

８

食の簡便化ニーズに対応した、多品種・カラフルなばれいしょの生
産・加工・販売
（株式会社なな実）

みどりの食料システム戦略

せたな町

「循環型自然農法」へのこだわり
（よしもりまきば）

よしもりまきばの大口義盛さんは、1999年に親から経営継承し親
世代からの慣行農法を引き継いで経営を開始したが、2004年頃から
自然環境に負荷をかけない環境保全型農業をやってみたいという思
いを持ちました。
何も使わない自然農法で、失敗も経験。現在は、めん羊の排せつ

物とミニトマトの規格外品、籾殻、ぬか等の自農場の残渣で作った
完熟たい肥による土づくりを実施しています。

2007年に「米」、2009年に「大豆」、「ミニトマト」の有機農産
物JAS認証を取得しました。
今後は、①生産量を増やし、大豆、ミニトマトはもとより、有機

栽培米を、将来を担う子供たちや多くの消費者に届けること、②実
習生を受け入れ、「循環型自然農法」の伝承を図ること、③各地の
有機農業の仲間と連携し、取組の輪を広げることを目指していきま
す。

【よしもりまきば 大口代表】

【飼養中のめん羊（サフォーク種】

15

【収穫を喜ぶ髙松代表（左）と社員の方々】

６次産業化７

せたな町
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地域資源の活用・環境負荷低減の取組10

株式会社寅福は、2014年に従業員30人で設立され、廃校跡地を利
用し、トマト栽培を始めました。
地域資源の温泉熱を有効活用し化石燃料の使用量を削減するなど

環境に配慮した経営を行ってきました。2019年にオランダ式ハウス
施設を輸入し、室内温度や湿度のデータ管理、水や肥料を自動供給
するスマート農業を導入した植物工場を建設しました。
トマト栽培で排出される年間1,000トンの植物残さを堆肥化、ボイ

ラーは有害なNoxやSoxが出ないLPガス使用のボイラーを選定し、排
出された二酸化炭素を光合成に使用するなど、さらなる環境負荷低
減に取り組んでいます。

【ハウス施設の全景】

渡島・檜山地域の概要
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上ノ国町

【温泉熱を利用して生産したトマト】

温泉熱を利用した野菜の生産で化石燃料の３割削減と脱炭素
を実現
（株式会社寅福）

ＳＮＳを活用した情報発信９

【白石農園の皆さん】

【商標登録した「神トマト】

「神トマト」の商標登録とSNSを活用した情報発信で顧客拡大

（白石農園）

白石農園では、家族やパート従業員、農福連携による雇用者の手
で、米、トマトなど、約30品目を栽培しています。
トマトは、2009年に特別栽培農産物の認証を取得し、皮が薄く柔

らかい、甘みと酸味のバランスが良い「神トマト」として、2021年
に商標登録。「白石農園」の広告塔になっています。
ＳＮＳは、2019年から直売所の営業状況やイベント内容等を伝え

るInstagramを開始、翌年にはYou Tube配信を開始したことで、直売
所へのお客様が増加しました。2022年には固定客が増加し黒字へ転
換、クチコミによる更なる顧客増へつながっています。また、直接
お客様の顔が見え、お客様の声も届くことで、これまで以上にやり
がいを感じています。
今後は、「神トマト」の中でも糖度９度以上を「神トマト」プレ

ミアムとして差別化して販売、生食販売に向かないトマトに付加価
値を付けたトマトソースやドライトマトなど加工食品の製造・販売
（６次化）を目指していきます。

北斗市
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資料：国土交通省国土地理院「令和５年全国都道府県市区町村別面積調」
農林水産省統計部「農林水産関係市町村別統計（令和４年）」、「2020年農林業センサス」
総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（令和５年１月１日）」

注：ラウンドの関係で、計と内訳は一致しない場合がある。

市町村別の総土地面積、耕地面積、総人口等

市町村 総土地面積 耕地面積 総人口 世帯数
農業

経営体数

道内
シェア

計
道内
シェア

田
道内
シェア

畑
道内
シェア

道内
シェア

道内
シェア

道内
シェア

km² % ha % ha % ha % 人 % 戸 % 経営体 %

渡島地域 3,937 4.7 24,000 2.1 6,490 2.9 17,500 1.9 371,978 7.2 206,288 7.4 1,523 4.4

函館市 678 0.8 1,940 0.2 226 0.1 1,710 0.2 244,431 4.8 140,081 5.0 157 0.4

北斗市 397 0.5 4,240 0.4 2,340 1.1 1,900 0.2 44,366 0.9 22,247 0.8 464 1.3

松前町 293 0.4 417 0.0 15 0.0 402 0.0 6,231 0.1 3,706 0.1 15 0.0

福島町 187 0.2 106 0.0 62 0.0 44 0.0 3,571 0.1 1,948 0.1 17 0.0

知内町 197 0.2 1,530 0.1 1,090 0.5 444 0.1 3,983 0.1 2,025 0.1 135 0.4

木古内町 222 0.3 979 0.1 557 0.3 422 0.1 3,728 0.1 2,060 0.1 33 0.1

七飯町 217 0.3 2,990 0.3 1,300 0.6 1,680 0.2 27,934 0.5 14,140 0.5 308 0.9

鹿部町 111 0.1 230 0.0 - - 230 0.0 3,649 0.1 1,852 0.1 3 0.0

森町 369 0.4 2,610 0.2 373 0.2 2,240 0.2 14,155 0.3 7,407 0.3 160 0.5

八雲町 956 1.1 6,570 0.6 521 0.2 6,050 0.7 15,050 0.3 8,038 0.3 193 0.6

長万部町 311 0.4 2,410 0.2 - - 2,410 0.3 4,880 0.1 2,784 0.1 38 0.1

檜山地域 2,630 3.2 18,900 1.7 9,000 4.1 9,920 1.1 32,432 0.6 17,986 0.6 1,000 2.9

江差町 109 0.1 1,080 0.1 877 0.4 202 0.0 6,971 0.1 4,137 0.1 81 0.2

上ノ国町 548 0.7 971 0.1 672 0.3 299 0.0 4,362 0.1 2,398 0.1 87 0.2

厚沢部町 461 0.6 3,940 0.4 1,970 0.9 1,970 0.2 3,500 0.1 1,815 0.1 220 0.6

乙部町 163 0.2 831 0.1 297 0.1 534 0.1 3,331 0.1 1,791 0.1 65 0.2

奥尻町 143 0.2 596 0.1 86 0.0 510 0.1 2,346 0.0 1,477 0.1 19 0.1

今金町 568 0.7 5,610 0.5 2,630 1.2 2,980 0.3 4,775 0.1 2,424 0.1 250 0.7

せたな町 639 0.8 5,900 0.5 2,460 1.1 3,430 0.4 7,147 0.1 3,944 0.1 278 0.8
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市町別の農業産出額（推計）

資料：農林水産省統計部「令和３年市町村別農業産出額（推計）」
注１：「市町村別農業産出額（推計）」は、都道府県別農業算出額を農林業センサス及び作物統計を用いて市町村別に按分して作成した

ものである。
注２：その他農作物には、果実、花き及び、その他作物の計であり、秘匿措置が講じられている品目を除いて単純に合算したものである。

市 町 村

農 業
産出額
計

耕 種 畜 産

小 計

米 麦類 雑穀 豆類 いも類 野菜
工 芸
農作物

その他
作物

小 計

肉用牛 乳用牛 豚 鶏
その他
畜産物うち

生乳
道内
順位

道内
順位

道内
順位

渡 島 地 域

函 館 市 194 139 163 91 5 0 0 1 37 102 0 2 31 130 8 22 18 X - X

北 斗 市 664 71 589 25 108 3 0 8 3 461 0 1 74 107 34 40 16 0 - -

松 前 町 14 170 2 164 - - - - 0 0 - 2 12 143 12 - - - - -

福 島 町 42 161 4 159 2 - 0 0 0 2 - 0 39 125 - - - - 39 -

知 内 町 73 150 68 113 32 1 1 4 0 30 0 1 5 155 1 3 X - 0 -

木 古 内 町 62 155 36 133 25 - - 0 0 11 0 0 26 132 7 19 16 - 0 -

七 飯 町 782 63 354 50 42 0 - 0 2 238 0 72 428 60 279 129 109 X 4 X

鹿 部 町 59 156 - - - - - - - - - - 59 112 59 - - - - -

森 町 996 50 270 68 19 3 0 12 25 193 9 8 726 36 9 16 X 659 39 3

八 雲 町 973 51 67 114 33 1 0 2 4 21 1 5 906 26 91 569 468 196 1 49

長 万 部 町 337 108 6 155 - - - - 0 6 - 0 332 70 16 129 106 X - X

檜 山 地 域

江 差 町 62 154 57 119 23 2 0 4 5 21 2 2 6 154 1 - - X - X

上 ノ 国 町 68 152 48 124 20 2 0 4 2 19 0 1 20 140 1 - - X - X

厚 沢 部 町 299 113 257 72 47 17 0 29 23 120 9 7 42 120 42 - - - - -

乙 部 町 36 163 34 135 7 0 4 4 4 16 0 0 1 164 1 - - - - 1

奥 尻 町 17 169 13 146 3 - - - 0 3 - 6 4 156 4 - - - - -

今 金 町 427 96 270 69 129 9 1 24 45 48 12 0 157 92 56 101 88 - - -

せ た な 町 449 92 217 81 141 3 3 19 18 28 2 0 232 81 33 177 153 x 1 x

単位：1,000万円
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